
＜事業イメージ＞＜事業の内容＞

１．中南米日系農業者や農業団体等との連携強化
・日本と中南米日系農業者間や中南米日系農業者同士の交流・連携強化を図る
ため、 現地において連携強化会議等の取組を実施します。
・現地の日系農業者団体や物流関係者と、日本の輸入商社や食産業関係者の間
の協力を通じた我が国への食料の安定供給や現地ビジネスでの連携強化を図るべく、
日本及び現地で交流の機会を設けビジネスマッチング等を実施します。

２．現地の若手リーダー育成や先端技術による生産性向上の支援
・中南米の日系農業者を日本に招へいし、生産性向上等に係る技術研修や日本
企業関係者との農産物貿易等に係る意見交換、セミナー等を実施します。
・中南米各国に土壌改良、ICT農業など生産性向上に資する専門家を派遣します。
３．中南米への戦略的ビジネス環境整備
・中南米における農林水産業・食産業分野での戦略的ビジネス環境を整備し、
日本の食品輸出促進や農林水産業・食産業の事業展開を推進するため、必要とな
る調査や官民合同会議等の取組を行います。

［お問い合わせ先］輸出・国際局新興地域グループ（03-3502-5913）

中南米日系農業者等との連携強化・ビジネス創出事業
【令和７年度予算概算決定額 ７４（７４）百万円】

＜対策のポイント＞
○ 政府間協定により農業者の移住事業が締結された中南米地域には現在約310万人の日系人が居住しており、中南米地域の日系社会支援を積極的に
実施するため、外務省内に「中南米日系社会連携推進室」が設立されるなど、政府全体で中南米地域の日系人社会との様々な交流事業が行われていま
す。

○ 中南米地域はブラジルをはじめ穀物等の世界の食料供給基地であり、また、日本食への関心が高いため、我が国の食料安全保障の確保及び農林水産
物・食品の輸出促進の観点から、引き続き良好な関係を維持・強化するべく、日系農業者・団体等を対象に、連携強化会議、日系企業とのビジネスマッチ
ング、 日本における農業技術研修、官民合同会議等を行います。
＜事業目標＞
○ 我が国の食料安全保障、農林水産物・食品の輸出拡大に資するため、本事業に参加した日本企業等の中から各年度５年以内に日系農業者・農業団
体等とのビジネスが成立。
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中南米の日系農業者と日本の商社や食品・農業関係企業等との
連携強化を通じて、我が国の食料安全保障を確保するとともに農
林水産物・食品の輸出を促進。
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＜事業の流れ＞


